
圃
』.

世界42ヵ国が涙したベストセラーを、
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孤島に暮らす灯台守の夫婦。

他に誰もいらない。そう願うほど幸福だった。

そのく罪〉に気づくまでは一一。

心を閉ざし孤独だけを求め、オーストラリアの孤

島で灯台守となったトム 。 しかし、美しく快活なイ

ザベノレが彼に再び生きる力を与えてくれた 。 彼ら

は結ばれ、 孤島で幸福に暮らすが、度重なる流

産はイザベJレの心を傷つける。 ある日、島にポート

が流れ着く 。 乗っていたのは見知らね男の死体

と泣き叫ぶ女の子の赤ん坊 。 赤ん坊を娘として

育てたいと願うイザべJレ。 それが過ちと知りつつ、

願いを受け入れるトム。 4年後、愛らしく育った娘

と幸せの絶頂にいた2人は、偶然にも娘の産み

の母親ハナと出遇ってしまう一一。
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マスコミが絶賛!!
地球サイズの美しい長色は

記憶から消えないと思えました。
そんな孤島に乙んな苦'悩が潜んで‘いようとは・ ..

良心の阿賀は照われるまでつ主まとう
怖くて美しいストーリー!

大人は大好主ね乙の作品。

風吹ジ、ュン(女優)

2人の女、どちらにも自分を重ねてしまう。
，t=がついだら2人分幸せを感じ、

そして悲しくてj立いていた。

犬山紙子{イラス山セイスト}

人間の本質をえぐ‘るねえ正真正銘、
乙れ以上ないハッピーエンドX至るためのそれぞれの苦闘と勇気!

アッパレやホンマに乙んな男おるんか!

乙れ見方らちょっと明日が変わると思いますぅ。

綾戸智恵(ジャズシンガー}様々な形で描かれる愛。
そ乙には逃げられない善と悪があ hました。

切ないストーリーに胸が締め付けられるで、しょ う。

草刈正雄{俳優}

ググィッド ・ リーンの「ライアンの娘」を
思い出3せる風格ある圧倒的な映像!!

風の昔、雲の色、波のきらめ言、光の移b変わ b 、
すべてに意味があb、一瞬も日が離せません。
仕事を忘れて見入ってしまいました。

松浦美奈{鴇翻訳京)

立場を逆lとするどちら側の気持ちにも、
激しく共感せずにいられない

深い愛と罪悪感、本能と理性の狭間で
心が引き裂かれる

もう痛す主、て、胸が張b裂け、 号泣!
穏やかなラストが余計に胸を揺3ぶる

折田千鶴子{悶ライター}

観ている私たちは誰も憎な乙とがで主ない。

彼ら Lζ寄 h添い、苦しみまでも共有し、
そして優しく力強いある言葉に救われる。
まるで暗閣を貫くひと筋の光のよう。

映像、音楽、演技、全てが美しかったで、す 。

豊田エリー{女優・タレント)
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誰もが幸せになbたいと願ぃ生3ている。

人生の暗閣の中で‘訪復っていた時、
光を見つけたとしたら、きっと誰もが離しはしないだろう。

愛とは、生主るとは、赦すèli. . .
深ぐ深く心に突3刺3る映画だ。

れい{女優}

光は導主ながら、また、他の光を必要としている。
彼らはと~R荒波の揺れる小舟になったb 、

灯台の光となる。
強い風のなか、 互いにぶつかb 、
赦しあう姿に心が打たれた。

今日マチ子{漫画家)

“母親にな bだい"
アリシア・グィキャングノレ演じるヒロインの

魂の叫ぴが切なく響く。
心から信じ合い、愛し合う夫婦の
苦悩する姿に揺3ぶられる。

立国敦子{踊ジャーナリスト}

人を恨もうとしたら、いつも不快なその乙とを
考えていなきゃいけない。

ほんとうは一度放すプさけで、その苦しみは終わるのに。
光の先代苦悩があb、苦悩の先に光がある。
小さな宝石のような大切な物語だった。

佐々木俊尚{作家・シャーナリスト)

乙の映画を観る事は、心の洗浄そのもの。
洗い流した後、本当に必要な力だけを心に残してくれます。

激しし切なし温かい、誰もが持つ素敵な感情 ・・・
人を愛して愛3れるという、本来の力です。

稲本えりか{齢探偵間メンタル心理カウンセラー}

僕らも乙の主人公トムと同じように
灯台に孤独に過ごしている一人だ。

他人には決して見せる乙とがない秘密をみんな抱えている。

本作はその「秘密」を見事にえぐb出す乙とによ b
今はたとえ出口の見えない閣で、あっても

一筋の光を照らしてくれると背中を押してくれる傑作
悩み多主現代人乙そ見るべ喜一本。

夫婦の愛、子供への愛、
複雑に絡み合った数奇な運命の結末比涙が溢れでる。
孤島に立つ灯台から照ら3れるひとすじの光明に、

生きる勇気が湧いてくる。

俄屋崎省吾{制家}

じれったいくらい丁寧な積み重ねの果て、
乙れは“放し"についての映画なんだと思った瞬間、

見事に涙腺が決壊しました。
乙の監督、やっぱbなんかすと、い…!

山内マリコ{作家)

まるで「嵐が丘」のように、
孤島の厳しい風に3らきれ、

試される愛の強3。
風なロマンスで、

いまの映画スター二人の恋が輝いている!

萩原麻理{映画ライター}

2つの海と2人の母。 その狭間にある 〈光〉 。
深く愛するがゆえに、

引書裂かれる夫と妻、家族、母と娘…。
その結末に多くの人は胸を打たれるで、しょう 。

中野信子{脳科学者}

<母性愛 ・ 夫婦愛 ・ 家族愛>。
絡まるそれぞれの愛と苦しみが切ない。

海が運んできた娘がもたらす<罪と赦し>が心に響く。

きさらぎ尚(幅評帥}

決して許3れる乙とではないとわかっていながらも、
心では彼らを応援せずにいられません。

どんな状況でも乙んなに強くてやさしい夫がいるなんて信じられない。

人間の脆3と激し3を乙の映画で思い知らされました。

栗原はるみ{料理家)

有村昆(晒コメンテーター)
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